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「電術奇談」翻案から
『情変』改作まで
清末における恋愛小説試作
? ?
郁 子
中国に於いて男女の愛情を描いた小説は言情小説と呼ばれる1)。それら
の小説は‘父母の命，媒酌の言’による婚姻を必須条件とする儒教倫理の
制約を強く受け，概ね権門高官の令嬢，遊里の女性を恋愛対象としてきた。
清末になると西洋近代科学文明に触発されて出版情況も恋愛情況も‘文明'
化する。新聞や雑誌が定期刊行され，多くの外国の恋愛小説が翻訳掲載さ
れた。それらの翻訳恋愛小説は貴族から庶民まで幅広い階層の男女の恋愛
を描いて，まさに異世界の文化として清末社会に出現した。やがてこの新
たな恋愛小説ジャンルは民国時期の勤労知識人階層の受容に応えて盛行し，
‘鴛鴛胡蝶派と総称されるに至った。
呉妍人（我仏山人） (1866-1910)は光緒29(1903)年から宣統2(1910) 
年にかけて一連の男女間の愛情を描写した小説の執筆を試み，それを‘写
情小説’ と呼んだ。最初に発表したのは創作ではな<'英国小説の日本語
訳を翻案した「電術奇談」である。「電術奇談」は， ‘写情小説’の名を冠
して光緒29年 (1903)から光緒31(1905)年にかけて雑誌『新小説』に連
載された。『清末民初小説年表』2)によればそれ以前には 'O情小説’ とい
う看板を掲げた作品は出版されていない。以後， ‘言情’ ‘奇情’ ‘艶情’
などを銘打った翻訳小説の出版が盛んになった。「電術奇談」は中国にお
ける恋愛小説の喘矢であったと位置づけてよいだろう。故に呉妍人は‘鴛
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鴛胡蝶’派の走りであったとされる悶
「電術奇談」は日本菊池幽芳氏之著•東莞方慶周訳述•我仏山人術義・
知新主人評点という但し書きで雑誌『新小説』に連載された。文言であっ
た方慶周の訳文を呉妍人が白話体に改め大幅に加筆した。この翻案はほか
ならぬ呉妍人自身の創作に大きな影曹を与えたようで，彼は「電術奇談」
以後三篇の‘写情小説’を描いた。彼は「最近社会嗣嗣史」く自序 >4)で
自身の執筆生活を回想して「章回小説の真似事を癸卯より始めて七年にな
る。脱稿済みのものは，訳稿から術義した「電術奇談」（横浜『新小説』
に載り，すでに単行本あり），『恨海』（単行本），「劫余灰」（『月月小説』
に載る）でみな写情小説である」と述べている。癸卯は光緒二十九
(1903)年，「最近社会嗣賑史」は宣統元 (1909)年の執筆である。さらに
翌宣統2年 (1910) 5月から『輿論時事報』に『情変』を第八回まで連載
したところで急逝した。最終的に呉妍人は八年間で四篇の写情小説を描い
た。この四篇の作品の内容は，彼がその一連の作業を通じて女性や恋愛の
あり方についての探求に努めていたことを示している。その執筆年次と作
中の時代，場所，主人公の設定，粗筋を整理すると以下のようになる。
1く翻案＞「電術奇談」（二十四回）
原作：菊池幽芳「新聞売子」
時代と場所： 1858年（大英帝国の全インド領有化）5) 以前の英国
主人公：英国人技師とインド藩王令嬢
出版年次：原載『新小説』第 8,._, 2年第 6号〈原第18号〉。光緒二十
九年 (1903),._, 光緒三十一 (1905)年。〈写情小説〉を標榜。
粗筋：インド藩王（原文‘‘酋長")の令嬢林鳳美が恋仲の英国人技師
喜仲達を追って出奔する。二人の乗った船はロンドンに到着するが，
仲達は友人の医師蘇士馬宅で催眠術の実験中に事故死する。蘇士馬
は彼を川に捨て二人の財産を奪う。鳳美は仲達の失踪に絶望するが，
顔が引きつれ記憶を失った新聞売り子鈍三に助けられる。人気舞踊
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家となった鳳美に魅せられた蘇士馬は彼女に腕輪を贈る。鳳美は仲
達に与えた腕輪を贈られて仲達の死を知り，蘇士馬への復讐を謀っ
て危難に陥るが，鈍三たちに救出される。鳳美は舞台出演を辞め，
蘇士馬は獄中で自殺する。ある日，鈍三は感電して記憶がもどり顔
の歪みも治る。なんと彼は記憶を失くして蘇生し鈍三と呼ばれる新
聞売り子となっていた仲逹だった。
2く創作＞『恨海』 c+回）
時代と場所：清末一庚子事変最中の北京から上海
登場人物：首都官僚の息子と富裕な都市商人の娘
出版年次：光緒三十二年 (1906)上海広智書局。〈写t青小説〉を標榜。
粗筋：首都官僚の息子たちと隣家の娘たちは家塾でともに学び，それ
ぞれ婚約するが，庚子事件が勃発し散り散りになる。官僚の長男は
婚約者母娘を上海にいる商人の下へ送り届けようとするが生き別れ
となる。娘はなんとか上海に辿り着き婚約者に再会するが彼はアへ
ン中毒に罹っており，看病の甲斐なく死ぬ。
3く創作＞「劫余灰」 c+六回）
時代と場所：清末一売猪仔（中国人を拉致して海外の農場や鉱山へ売
る）事件頻発時
登場人物：素封家の息子と文人小地主の娘
出版年次：原載『月月小説』 10,1, 13, 15-21, 23, 24号。光緒三
十三 (1907)年十月～光緒三十四年 (1908)十二月。〈苦情小説〉
を標榜。
粗筋：オ色兼備の娘に幼馴染の家から縁組みが申しこまれる。儒者の
父が娘と同等の学識を持つことを結婚の条件としたので，婚約者は
受験に赴くが香港で行方を絶つ。娘も誘拐され賑難辛苦を経て帰郷
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後，婚約者の家に嫁ぐ。数十年後，猪仔として売られた農場から逃
げた後，華僑の婿にされ拘束されていた婚約者がようやく妻子と共
に帰郷する。
4く他作家既刊作品の改作＞『情変』 (8回未完）
原作：宣鼎「秦二官」
時代と場所：清末（原作は清中期）
登場人物：豪農の息子と江湖の娘
出版年次：原載『輿論時事報』。宣統二年 (1910)五月十六日～九月。
〈奇情小説〉を標榜。作者病没により八回で未完。
粗筋：家塾を共にする幼馴染の男女に恋が芽生えるが，家業が違い縁
組できない。娘は武術の技を尽くして夜這いを繰り返し，ついには
恋人を拉致して駆け落ちする。ほどなく連れ戻されそれぞれ別の相
手と結婚させられるが娘は諦めない。
このように，呉妍人の‘写情’小説執筆の経過は，翻案の「電術奇談」
(1903)と他作家の既刊作品の改作「情変』 (1910)が創作『恨海』 (1906)
「劫余灰」 (1907)の前後を挟む形となっている。舞台と登場人物の設定は
最初の「電術奇談」のみ外国人で，あとの三篇は清末の中国人男女である。
これらの点から呉妍人の‘写情’小説執筆の過程について次のような憶測
が可能となる。 A呉妍人は「電術奇談」の翻案を通じて男女間の恋愛とい
う題材に関心を持った。 B同時代の中国社会に於ける中国人男女の恋愛を
題材に小説を執筆するという構想のもとに『恨海』「劫余灰」を描いた。
c宣鼎「秦二官」に触発され，『情変』を描いた。『情変』が創作ではなく
他作家作品の改作であったことは，前二作の創作‘写情’小説とは別個
性の資質を『情変』の原作に見出した可能性を示している。
本稿ではAとC一呉妍人の写情’小説創作に影響を投げかけた他作家
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作品の部分についての考察を試みたい。「電術奇談」『情変』の原作には呉
妍人の‘写情’小説執筆意欲を刺激促進する要素があったという前提の下
に，二篇の原作の基本的性格および呉妍人が何を改変し，何を改変しなか
ったか検討しておきたい。
- 「電術奇談」 原作との差異
雑誌連載時の「電術奇談」には「＜写情小説＞電術奇談」（ー名催眠術）」
という作品名に続けて日本菊池幽芳氏之著•東莞方慶周訳述•我佛山人術
義・知新主人評点という断り書きがあるだけで，原作品名についての記述
はない。従来不明とされてきた「電術奇談」の原作一‘日本菊池幽芳氏之
著’が「新聞賣子」である事を発見したのは樽本照雄である。樽本照雄
「呉妍人「電術奇談」の原作」6)によれば，「電術奇談」の原作は英国雑誌
の懸賞小説を菊池幽芳が英文から日本語に翻案した「新聞賣子」である。
「電術奇談」は，方慶周が文言で中国語に訳述した「新聞賣子」を呉妍人
が白話文の章回小説に改作，雑誌『新小説』に連載する，という径路で成
った。
心理描写や物語の伏線，若干の加筆を除いて作品の大筋に関わる改変が
ないことは樽本がすでに検証している。雑誌連載時は回ごとに本文の上部
に短い評文が付されていた。評点担当の知新主人は呉妍人の友人で『月月
小説』の共同編集者周桂笙である。最終回の第二十四回（『新小説』第二
年第六号）には以下のようなやや長文の総評が付されている。
人の情は天より受けて常にその身と共にある。忠孝節義であれ姦淫邪盗
であれ，情に根ざさないものはない。善悪が分かれるのは正邪の使い方が
違うからである。鳳美をみればはじめは仲達を恋する私情にすぎなかった。
しかし密かに恋人を追いはるばる海を渡る時，どれほど危険であったこと
か？ 出会えた時， どれほど溺々としていたことか？ 愛を失った時，ど
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れほど悲嘆にくれたことか？ 銃を打って復讐した時，どれほど激烈であ
ったことか？ 一人のか弱い女子がこれほどの活劇を演じたのだ。故にこ
の書は写情小説ではあっても，色恋とお涙頂戴に終始する類とは違うので
ある。
周桂笙は，インド藩王令嬢の精神的成長と自立の過程にこそ「電術奇談」
の面目があると強調している。呉妍人もこの大筋部分に異議をみとめなか
ったので削除改変しなかったといってよいだろう。改変の方針については，
第二十四回末尾に続けた附記で呉妍人自身が，原訳が六回分の文言であっ
たのを二十四回の口語訳に改めた事，人名地名を中国式に改め，原訳にな
い議論諧諮’を付加したことを断っている。大筋に関わる改変がないと
はいえ，六回を二十四回に引き伸ばしたのであるから相当量の加筆が成さ
れたことになる。次に，人名，地名の改変以外の改変部分を眺め，削除付
加の意図について検討してみたい。
1. 改変箇所
削除箇所：重要な削除箇所は二つだけである。一つは巻頭の断り書き
‘小説「新聞賣子」を掲ぐるに就き’および‘はしがき’で， この削除に
より八十数年間にわたり原作が謎に包まれることとなった。もう一ヶ所は
まやこ はなくちびるあたた キッス
第三回（明治三十年一月三日）‘‘摩耶子を抱きよせて花の唇に暖かき接吻！”
という一文である。清末の男女交際に関する議論の大勢では接吻は容認な
らない行為とみなされていたが叫呉妍人にとっても同様であったか， ‘良
識論’を慮ったかであろう。
加筆箇所：加筆箇所は人物の言行，心理についての作者の所感，「付記」
にいう 議論諧譜，作品の精度と意義に関わる加筆などに分けられる。
①人物の言行，心理描写
0仲達が催眠術の施術中に事故死する場面（第三回）。
6 
作者が地の文で義侠心に厚く財を惜しまない仲達の人品を称え，積年の
労苦と突然の不幸を悼む。
0仲達の死を知った鳳美が舞踊家を辞め喪服に換えて仲達を弔う（第二十
三回）。
O鳳美が命の恩人の鈍三に百元を送り，鈍三は雑貨屋を開く（第二十三回）。
0仲達が一千元を送って亡き蘇士馬の夫人王氏を救済する（第二十四回）。
これらは，作者が，中国の慣例或いは最善の対応とみなされる行動を作中
人物に採らせたようとした結果の改変であるといえよう。
②文化的社会的議論
以下のような文化的社会的側面に於ける作者の所感を述べた場面が，
「付記」にいう議論諧調’部分に当たる。
0不祥の兆しに変色すると伝えられる宝石が青に変色したので鳳美は仲達
の身を案じ，仲達は迷信だとー笑に付する場面（第二回，第四回）。
0古今の医者が名医の世評を得るために用いた様々な詐術について蘇士馬
が熱弁を振るう場面（第二回）。
〇鳳美がインド，英国，中国の風俗，人種，宗教の差異について言及す
る場面（第六回）。
しかし，最も重要な‘議論’ と思われるのは，①に示された価値観と連
動する点から見ても，以下のような信義や友情 （原文‘徳性')を軽視す
る風潮への慨嘆であろう。
0仲達は言った。‘‘世の中の型通りの儀礼や挨拶こそ人の徳性を損なうも
のなのだ！ 見過ぎ世過ぎをする人が如何に温厚誠実であろうとも永ら
く世間の薫陶を受けておればそのうち温厚誠実もどこへやら人が変わり
口先だけになる。一見よくできた人が実は腹の中には‘欺職’がどっか
り居座り，人を欺くばかりか自分まで欺こうとする（第二回）。”
0王氏は言った。“世間の人は同じ逆境にある時は，誰もが勿lj頚の交わり
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だとか言って義兄弟の誓いまで立て，苦楽を共にするどころか生死を共
にするとまで言います。いざ片方が成功してみればもう知らんぷりです”
（第五回）。
③作品の精度，意義付けに関わる工夫
以下のような山場となる箇所に於いて原作にはない加筆を行い描写や筋
立てを詳細にしている。
O蘇士馬は仲達をアヘン死の如く偽装するが，煩悶して寝付かれず，翌朝
は妻への言い訳に苦慮する（第三回）。
O旅館での鳳美救出，蘇士馬との乱闘場面（第二十二回）
O鈍三の感電，喜仲達の復活，鳳美との再開場面（第二十四回）
これらの加筆からはストーリー展開の円滑化を図ろうとする配慮が窺われ
る。
また，愛情や結婚に関する重要な加筆が数箇所挙げられる。先ず次のよ
うな中国式の婚姻形式を意識した心理描写が加筆されている。
O鳳美は“私という父母の命，媒酌の言を経ていない未婚の妻は彼を夫と
いう名で呼ぶこともできない"と思うとつらくなった（第四回）。
さらに，以下のような内容の，原文は七百字に及ぶ鳳美の長い夢が加筆さ
れている。
O鳳美が汽船に乗ると自分を裏切ったはずの仲達が港で手を振っている。
船はインドに着き，辿り着いたのは何故か仲達が開山した金鉱だった。
鳳美の父が優しく出迎え，傍らで仲達が微笑んでいる（第十回）。
この場面には周桂笙が評を付し，鳳美の潜在意識下の愛情と願望を泣く
や喚くやの修羅場なしに，夢の形でさりげなく巧みに表現していると賛美
している。
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2 . 容認箇所
「新聞賣子」の特徴は女性側からの求愛，家長の理解，男性側の献身の
三点である。原作が英国の懸賞小説であったので中国の風俗伝統と異質の
男女関係が現出することになった。呉妍人はこの三点についても削除改変
しなかった。
①女性側からの求愛
O鳳美は帰国する仲達を追って出奔し仲達の船室を訪ねて“貴方がインド
においでのときはわたくしを本当に愛してくださってどんなに深く結ば
れていたことか言い尽くせません。まさかすべて嘘だったとおっしゃる
のですか?"とかきくどき，仲達が結婚を承知すると膝にすがって泣き
崩れる（第一回）。
②家長の理解
O鳳美の父は東アジア人（原文のまま）でありながら専制をよしとせず娘
に対してもあまり束縛しなかったので，鳳美は仲達と親しくなった（第
一回）。
O鳳美が父に手紙で事情を打ち明け許しを請うと，すべて許す。娘を心配
するあまり何度も寝込んだ。すぐにも婿と一緒に帰ってきてくれ， とい
う返事があった（第二十四回）。
鳳美の父は娘が外で交際するのを束縛せず，娘が出奔するとその身を案じ
結婚を許す。登場人物が外国人でなければ執筆不可能な設定，展開である
といえよう。激怒し娘を売って縁を切ろうとする『情変』の父親の反応と
対照的である。
③男性側の献身一鈍三（実は電気ショックで記憶を喪失し顔面が痙攣して
人相まで変わった仲達）はひたすら鳳美を思慕崇拝する。
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O鈍三がひたすら鳳美に忠誠を尽くす様はまるで忠犬と主人の如<, ただ
鳳美のためにのみ存在するかのようだった（第十六回）。
O鈍三は毎日鳳美の玄関にたたずみ鳳美が劇場に出かけるとこっそり劇場
まで付き添っていき，終わる頃にまた劇場の入り口に待ち受けてこっそ
りと鳳美の家まで付き添っていく。毎日そんな風で自分でも訳の分から
ぬままそれを実に楽しいと感じていた（第十八回）。
O鈍三は言った。：‘‘おいらはお嬢さんの為ならどこにでも行くし，糞を食
わねばならなくても平気だ。（第十八回）”
当時の中国の小説において父親や夫の専横と女性の献身は通常の設定であ
ったがその逆は稀である。鳳美に無私の愛情と献身を捧げる鈍三は読者の
目にとりわけ斬新に映ったであろう。先ず衝撃を受けたのがほかならぬ翻
案者呉妍人であったろうことは，彼が「電術奇談」以後恋愛小説創作に勤
しんだことからも察せられる。
「電術奇談」は翻訳小説で主人公は外国人女性である。非中国世界にお
ける恋愛の描写を体験した後，呉妍人は清末社会と中国人男女を題材とし
た恋愛小説創作を試み『恨海』「劫余灰」を描いた。この二作の創作につ
いてはひとまず措く。次に，他作家作品を下敷きにして描いた『情変』に
ついて検討したい。
二 『情変』 原作との差異
『情変』の原作は宣鼎 (1832-1880?)『夜雨秋灯続録』8)巻三に収めら
れた短編小説「秦二官」である。『情変』は『輿論時事報』に宣統二年
(1910)五月十六日から九月にかけて連載され，呉妍人は楔子に十回分の
題目を挙げ内容を予告しているが急逝したため第八回で中断した。両著の
梗概は以下の通りである。
「秦二官」
登場人物：寇阿良，寇四娘• その夫（阿良の父母），哀三小（阿良の夫），
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秦二官（秦白鳳とも呼ばれる），二官の叔父
粗筋：文言で女幻術使いの恐るべき所業を述べる五千字程度の短編。華
南の田舎に秦二官という十六歳の美少年がいた。東隣の軽業興行師寇一家
には十四，五歳になる阿良という娘がいた。阿良は美貌の二官を見初めて
口説き夜這いして密会を童ねる。二官の叔父は阿良の父を恐れて二官を奉
公に出す。阿良は男装して屋根伝いに忍びこみ二官を薬で昏倒させて捜い
同棲する。白蓮教に与する両親は，幻術を見世物にする阿良から秘密の露
見する事態を恐れて，阿良を連れ戻して従兄弟の哀三小と結婚させ逐電す
る。二官が安心して帰郷する途路，哀三小と知り合い阿良の夫と知らずに
意気投合する。阿良は夫を殺害して二官を捜い軟禁するが，逃げ出したニ
官の訴えで逮捕される。二官は哀三小の肖像画を掲げて阿良の処刑を見届
け，その場で自害する。処刑場で阿良の妖美に魅せられた獄官は彼女の死
霊にとり憑かれ頓死する。
『情変』
登場人物：寇阿男，寇四爺・寇四娘（阿男の父母），余小棠（阿男の夫），
秦白鳳（幼名秦二官），秦冗之（白鳳の父），秦縄之（白鳳の叔
父），何彩鸞（白鳳の妻）
粗筋：全十回予定の章回体白話小説に改作。" "内は楔子で呉妍人の
予告した題目。急逝したため第九，十回は題目のみ残る。
第一回“走江湖寇四爺賣武 羨科名二官讀書”
白蓮教の後裔で揚州の村落の小地主寇四爺は同業の余四娘と結婚する
が，飢饉を逃れ武芸の見世物興行に出る。半文人の大地主，秦冗之は息
子の二官を抱いて見送る。冗之，縄之兄弟は飢饉に備えて数十年貯えた
南瓜を供出し村を救う。やがて八歳になった二官は家庭教師につき学名
を白鳳と名のる。
第二回‘‘寇阿男京華呈色相 秦紹祖杯酒議婚姻’’
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武昌で見世物や武術師範をしていた寇夫妻には女児が生まれ阿男と命
名する。婦郷した一家は六歳の阿男を秦家の塾に入れる。数年のうちに
二人に恋心が芽生えるが，両親は阿男を連れて婿探しの旅に出立，白鳳
には何彩鸞との縁談が持ち上がる。
第三回‘‘思故郷浩然有蹄志恣玩皮蔦地破私情”
秦充之が急死したため学問をやめた白鳳は小作管理に追われ阿男への
想いも簿れる。白鳳を想う阿男は必死で婿選びを妨害し，諦めた寇一家
は帰郷する。
第四回“寇四爺遷怒擬尋仇 秦二官渡江圃避禍”
阿男は夜半ひそかに供物を携えて白鳳を訪ね，二人で天地に拝礼し婚
姻の誓約とする。連夜の密会が発覚し，怒る寇四爺を恐れた叔父の縄之
夫妻は白鳳を何家に預ける。
第五回“訂姻縁留住東床客 恋情欲挟走西子湖
寇夫妻はほとぼりを冷ます為に阿男を連れて旅に出る。ある夜，阿男
は白蓮教の術を使って鎮江の白鳳の下に訪れ，白鳳を攪って杭州へ逃れ
る。
第六回‘‘第旅費佳人施妙術怒私奔老父捉妍娃
寇四爺と秦縄之は白鳳の失踪した部屋で光園の術を使い二人の行方を
突き止めて杭州に赴き，阿男を捕まえたものの白鳳を見失う。
第七回“甘祇槙千金嫁阿男 賦関唯百輌迎淑女”
四娘は阿男を甥の余小棠と結婚させる。阿男は白鳳との再会を望みに
鬱々と過ごす。白鳳は縄之に発見されて帰郷し何彩鸞と結婚する。
第八回“何彩鸞含冤依老柄 秦白鳳逐利作行商”
白鳳は彩鸞の阿男に劣らぬ美しさと温厚圃順な性格に満足し仲睦まじ
く暮らす。ところが妊娠した彩鸞は六ヶ月で男児を出産する。
第九回“感侠義交情訂昆弟 退淫威変故起夫妻”
第十回“祭法場秦白鳳殉情 撫遺孤何彩鸞守節”
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このように短編の原作を呉妍人は十倍以上の長さに引き伸ばしたが，基
本内容と登場人物の設定等作品の骨子はあまり変わっていない。その顕著
な特徴は男女性の逆転と女性側の恋愛主導である。
1. 男女性の逆転
男児を模して命名された寇阿男は豪胆で軽挙妄動気味，秦白鳳は温和で
柔弱気味な性格である。白鳳は阿男の強さに，阿男は白鳳の優しさと美し
さに魅かれる。
O冦四爺は男児を望んだが，女児が生まれたのでやむを得ず阿男と命名し
家伝の武芸と幻術を娘に伝えた（第二回）。
0 阿男は秦白鳳の美貌に魅かれ‘これほどの人はめったにいないわ。＇と
恋心を深める。片や白鳳は，軒へ駆け上がり窓を乗り越える阿男を見て
‘このような技量を女子はもちろん男子でも何人持っていることか。'
と感嘆する（第四回）。
O密会が発覚し阿男と引き離された白鳳は憂鬱症に臥せる。阿男は男装し
て出奔し白鳳を捜い駆け落ちする（第五回）。
0阿男は杭州にいた頃を思い出した。“ある日すねてご飯を食べないでい
ると，白鳳はベッドまで茶碗をもってきて必死でなだめ涙を流した。心
から心配してくれる人は彼だけなのだ"(第七回）。
2 . 女性側の恋愛主導
二人の恋愛は終始女性の阿男が主導し白鳳は為す術もなく従う形で進行
する。
O寇四爺は阿男の婿を探すために曲芸興行に旅立つことにする。出発の日，
阿男は“私が好き？ 本当に好きなら絶対に待っていて”と白鳳を口説
く（第二回）。
0白鳳を思う阿男は懸命に婿探しを妨害し帰郷する。その間，白鳳は父親
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を喪い小作管理に追われて阿男を思慕する暇もなくなる（第三回）。
0阿男は白鳳の胸にすがって，何家の縁談を断り阿男を嬰ると叔父に申し
入れるよう求める。白鳳は縁組とは尊重が決め自分からは言い出せない
ものだとなだめる（第四回）。
0阿男は深夜に蝋燭や線香，供物，酒肴を携えて白鳳の部屋を訪れ，天を
媒酌に婚姻の儀を交わそうと提案し‘‘軽率だなんだと恐れていても宿願
は果たせない"と，危ぶむ白鳳を激励する。儀式終了後，彼女を帰そう
とする白鳳に阿男は‘‘天に誓った私をむざむざ追い払うの?"と迫り，
以後夜毎の逢瀬を菫ねる（第四回）。
0阿男は夜半に両親の馬を盗み男装で出奔すると，白鳳のもとに駆けつけ
窓から白鳳を捜う。その間，白鳳は驚きと喜びと恐怖で唖然とするばか
りだった（第五回）。
O杭州で路銀が尽き途方に暮れる白鳳に，阿男は大道で曲芸を披露して商
いの元手を稼ごうと提案する（第六回）。
O母親の寇四娘は連れ戻した阿男を従兄弟の余小棠と結婚させる。阿男は
ひたすら白鳳を想い，何としてでもいずれ白鳳との仲を全うしてみせよ
うと決意する（第七回）。
0白鳳も叔父に連れ戻され何彩鸞と結婚する。美しく温順な性格の彩鸞に，
白鳳は阿男を想いながらも満足し夫婦仲も睦まじい（第八回）。
第九，十回の執筆は実現せず未完に終わったが，楔子に予告された題目
によれば白鳳と小棠に友情が芽生え阿男の“淫威”によって阿男，小棠夫
妻に‘異変（原文は‘‘変")'が起こり，（阿男の）処刑場で白鳳が‘‘情に
殉じ"'何彩鸞が一人で遺児を育てるという，原作とほぼ同じ筋立てとな
る予定であったと推測される。呉妍人は五千字の短編を十倍にもなる長編
に引き伸ばして同じストーリーを描いたことになる。それでは新たに費や
した数万字分では何を描こうとしたのだろうか。次に改変付加した部分に
ついて検討してみたい。
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三清末における恋愛の可能性
先ず時代が異なる。阿良の両親は白蓮教の仲間で娘が幻術を披露したた
め事が露見するのを恐れ逐電する。「秦二官」の時代設定は清中期の白蓮
教の乱勃発前ということになる。『情変』の時代設定は阿男の父寇四爺が
白蓮教の末裔とされていることから清末にかなり近づくと思われる。白蓮
教草創期のメンバーであった阿男の父をその末裔に変更する必要性はスト
ーリーの骨子，展開の上では特にみとめられない。わざわざ時代設定を引
き下げて同時代の話として描こうとした作者の意図の表れであろう。
付加された部分の多くは，登場人物，特に阿男の言動である。例えば，
阿男が武芸，幻術を駆使して白鳳を追う様は， ‘両親を安眠香で熟睡させ
馬を盗み男装で出奔し，どんな馬も千里を奔るという神駿霊符を馬の足に
貼り山東省祈州から鎮江の何家へと駆けて軒を超え屋根に上って窓から白
鳳を捜って飛び降り，馬に担ぎ上げ杭州まで逃げ去る''と詳細に描写さ
れている。また，眉目秀麗の秦白鳳に魅かれた阿男が“田舎にこんな人は
めったにいないわ。お父さんと行った山東や北京や揚州とかでもこれほど
の人には遇わなかった。（中略）私たちは筒井筒の仲，今になって誰かに
取られたらどんなに情けないだろう（第四回）”と密会を断行する。“結婚
という重大事は誰でも自分で決めたいものよ（第四回）”“きっと彼も私と
同じく無理やりほかの人と結婚させられたのだ。白鳳に心変わりがないな
ら，水火も恐れず必ず添い遂げて見せる（第七回）"と白鳳への思慕を募
らせる，といった具合に，阿男の心境に多くの紙幅がさかれている。
さらに儒教価値観に基づいた見解が付加されている。例えば，七，八歳
から毎日一緒に学び遊んで育ったが，十四，五歳になると男女の仲の嫌疑
がかかるのを免れず隔たりができた（第二回）と，阿男と白鳳の関係が道
徳規範を逸脱しない範囲にあったと説明を加えている。婚姻は尊長が決め
るものと諦める白鳳を‘‘みなさん， これこそ白鳳が礼を以て己を持する長
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所なのです"(第四回）と称える。できてから姿ったという汚名は受け入
れ難いと寇四娘の縁組申し入れを断る秦縄之を“学問をしたことがあるの
で廉恥を弁えているのです"(第五回）と称える。処々に繰り返されるこ
の類の口上には，未だ‘文明’的でない読者の反応への配慮が見られる。
また「秦二官」では名前も付いていない阿良の父親や白鳳の叔父が，『情
変』では寇四爺，秦縄之という家長として両家に君臨し阿男と白鳳の恋愛
を阻む。さらに，『情変』に登場する秦白鳳の妻と父親は原作にはない。
『情変』で呉妍人は，父親が飢饉に備えて食糧を貯え私財を投じて村を救
済し，若死に予定の白鳳が災厄の合間に妻を要り男児が生まれるという，
ストーリー展開上必要とは思えない事項をわざわざ付加した。積善の家だ
から後嗣を得て存続する天佑を得たという儒教的見解を提示しようとした
としか思えない。呉妍人は意識的に儒教的価値観を押し出そうとしていた
といえよう。
そのように時代を清末に近づけ女主人公の心理及び現実社会の良識や価
値観を詳細に描きこむ過程で，『情変』は原作「秦二官」とは全く異なる
作品となった。作品の趣旨自体が‘情人を捜い夫を殺害した女幻術使い'
の奇謂から， ‘“女好漢”を自負する村娘の恋愛調’に変わったといえる。
しかし，全体を詳細化したり儒教的価値観を付加したりはしても，女主人
公が気の弱い恋人を叱咤激励し夜這い，拉致という活劇を経て駆け落ち同
棲を敢行する，という基本的ストーリーは変えなかった。それは呉妍人が，
「秦二官」のストーリーと女主人公の奇抜な性格行動に関心を抱き価値を
見出していたことを意味する。
前述したように呉妍人は「電術奇談」の翻案を契機に中国を舞台とする
恋愛小説執筆を試み『恨海』「劫余灰」を描いた。『恨海』「劫余灰」の創
作により，儒教の禁忌と家長の絶対権力の拘束下にある未婚の男女にどの
程度の愛情表現が可能であるか，が明らかになった。その二作を見る限り，
士人階層における男女の接触，情愛の許容範囲は， ‘幼馴染なので顔を知
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っている婚約者に思慕の念を抱<' という段階が限界であったようである。
『恨海』の女主人公は男女の嫌疑を恐れ，庚子事変が勃発し都を落ち延び
る最中に病に陥る婚約者に看病どころか労わりの言葉をかけることもでき
ない。「劫余灰」の女主人公は生死不明の婚約者に操を立てて嫁ぎ，舅姑
に仕え養子を育て家の存続に尽くす。‘自由結婚’が流行り始めた清末に
おいても良家の子女を素材とする限り， ‘貞節を守る’べしという障壁に
阻まれて会話すら儘ならなかったことがわかる。登場人物が外国人である
「電術奇談」と違い，相手の顔も知らないのが普通で知っていても成人
（十三，四歳）後に接触できない中国では‘恋愛’どころではない。呉
妍人は『恨海』について，陳腐で凡庸だが“大君子”から道徳面の非難を
被るのは免れたと後に述懐している 9)0 
そこで，彼は清末における恋愛を描く可能性を「秦二官」の特異な設定
に見出したのではないかと思われる。寇阿男が士人階層ではない江湖（曲
芸興行師）の娘であることは『情変』の処々で強調されている。
0村娘にはもともと束縛はない，ましてや彼女は武芸を見世物にする人間
で外を出歩いたとて何ということもないのだ（第三回）。
O縄之は彼女が江湖の娘なので体裁が悪いのと，きかん気そうなのを気に
して（縁組に）取り合わなかった（第五回）。
0阿男は女ながら武芸を見世物にし知識も経験も豊かで決断力があった
（第五回）。
江湖の恋愛ならば儒教的制約からの非難を被る心配があまりない。そのう
え恋愛成就には白蓮教の秘術が不可欠なので現実感を伴わない。普遍的で
ない階層の女性を主人公に据えることで，『情変』は幼馴染の男女に芽生
えた恋心と情動の必然的帰結，社会的障壁を詳細に描写することができ，
清末社会に於ける恋愛の可能性を模索し得たといえる。
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四呉妍人の得た教訓
呉妍人は『情変』で，儒教倫理に捕われず気力腕力経済力に長けていれ
ば自由結婚は可能であるが，社会的非難は免れないので困難や挫折は必至
となる， という清末社会における恋愛の現実を教示したといえる。男女平
等，近代的婚姻観，自由恋愛の果たす改革的意義が是認されつつある社会
趨勢10)を視野に入れつつ，未だ拭いがたい伝統観念との軋礫を描いたとい
えよう。彼自身は恋愛についてどのように考えていたのだろうか。
呉妍人は1906年に『恨海』で「人には生まれながらに情が存在する。情
は人事を解するより先に存在するのだ。普通，嬰児の泣く笑うもすべで情
である。生まれながらに備わった情とはもとから心中に根づき，成長すれ
ば情を用いずには何もできない。ただ如何に施すかという問題で，君国に
施せば忠，父母に施せば孝，子女に施せば慈，朋友に施せば義なのである
（第一回）」と愛情表現についての見解を述べた。「劫余灰」にも類似の記
述がされている叫ところが，『情変』楔子 (1910年）では次のように述
べている。
“情の行き着くところようやく情の仕組みを看破できる。情の仕組みを
看破してのち情により悟りを開くことができる。情により悟りを開いたか
らこそ写情小況を描きあげようというのだ。まさしく現し身の説法という
ものだ。私の出鱈目ではなく蒲柳泉先生も言っていた。「忽ば清の行き着
くところである」（見『柳斎志異』巻八「花姑子」12))。私はこの「愁」の
字を「情」の字に敷術して説く。だからこの書を『情変』と呼ぶのだ。お
よそ情の行き着くところ逆に情ではなくなる，そこで異変が起こる。異変
がないなら逆に情になっていない。これが本書の眼目である。”
異変（原文‘‘変')とは，楔子で予告した第九回の“退淫威変故起夫妻”
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という題目から見て，寇阿男が夫を殺害したことを指すものと思われる。
“情の極まるところ逆に情ではなくなる”とは第十回の題目にある“祭法
場秦白鳳殉情"という結末の通り，自分も処刑され秦白鳳も自害するとい
う事態を招いた阿男の妄執を指すのであろう。過ぎたるは及ばざるが如し，
というに尽きるところか。呉妍人は「電術奇談」以来，清末社会における
恋愛のあり方を模索し続けた結果，男女の恋愛は儒教道徳と鮒語を来たし
社会的困難が必定である上に愛情を逸脱して我執に陥る危険性も大である，
という教訓を会得したということになるだろうか。
＜註＞
1)徐軍・高蘇編輯『明清言情小説大観』 1993年6月（華夏出版社）＜前言＞
は‘明代中期以降市民階層の経済力伸張とともに隆盛した『金瓶梅』『紅楼
夢』を最高峰とする青年男女の愛情物語’ と定義している。
2)樽本照雄『清末民初小説年表』 1999年10月10日『清末小説研究会』
3) 1930年代に阿英が『晩清小説史』第十三章で“由呉妍人這ー類窯情小説的
産生，（中略）一類的産物。継績的登展下去，在幾年之後，就形成了『鴛鴛
醐蝶派』的狂儀。這後来ー派小説的形成，固有政治典社會的原因，但確是承
呉妍人這個憫系而来，是嘔無可疑的。"(1980年8月人民文学出版社版を使用）
と述べて以来，多くの論者がその見解をほぼそのまま踏襲している。例えば
王運熙•顧易生主編『中国文学批評史』 1985年 7 月（上海古籍出版社）下巻
p640は“在他之後不久就在新的社會條件中形成了一股「窺情小説」的狂瀾
産生了「鴛鴛瑚蝶派」"と記している。
4)「最近社会嗣賑史」（二十回）は宣統元年 (1909)『中外日報』に連載，未
完。またの名を『近十年之怪現状』。
5)呉妍人は「電術奇談」の中で原作にない多くの社会現象に言及しているが，
インドの植民地化には触れていない（他の筆記文ではインドの植民地化を採
り上げている）。喜仲達が林鳳美の父である藩王の領内で採掘権を得て藩王
家と親しく交際していることなどから「電術奇談」の時代設定はインドが一
応は独立国であった時期と考えられる。ビクトリア女王を皇帝とするイギリ
ス領インド帝国の成立は1877年であるが，本稿では，ムガル帝国最後の皇帝
がイギリスに捕えられビルマに流罪となってムガル帝国が滅亡し，イギリス
が東インド会社を解散してインドの直接統治を開始した1858年をイギリスの
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全インド統治開始の年と考えておく。
6)樽本照雄「呉妍人「電術奇談」の原作」『中国文芸研究会会報』第54号
1985.7.30「呉妍人訳「電術奇談」余話」上下『清末小説から』第41号1996.
4. 1 第42号1996.7.1
7)例えば松苓「論窺情小説於新社會之開係」光緒三十一年 (1905)五月『新
小説』第二年第五琥（原第17琥）〔論説〕に“歌化風行，如醒如昧，吾恐不
敷十年後，握手接吻之風，必公然施於中國之社會，而跳舞之俗且盛行，群棄
職業學問而習此突"とある。
8)『夜雨秋灯録』は清末，広く流布し翻刻が多数ある。 1995年 9月黄山書社
版を使用。作者の宣鼎は安徽省天長の人で字を子久，号を痩梅と称した。光
緒三 (1877)年上海申報館より『夜雨秋灯録』を出版。光緒六 (1880)年
『夜雨秋灯続録』が死後に出版された。
9)《月月小説》第一年第八号（光緒33年4月望日）「説小説」「雑説（妍）」に
“我前著恨海，僅十日而稿脱。（中略）然其中之言論思想。皆陳腐常談。殊
無新趣。良用自歓。所幸全書雖是窟情。猶未脱道徳範園。或不致為大君子所
唾棄耳’とある。
10)例えば馬君武「女権説」光緒29.4『新民叢報』 29,30号
11)「劫余灰」第十一回
『月月小説』第 2年第 6期原18号（光緒34年戊申 6月）
12)『柳斎志異』巻八「花姑子」“畢史氏日，人之所以畢於禽獣者幾希，此非定
論也，蒙恩卿結至於没歯，則人有漸於禽獣者芙，至於花姑，始而寄慧於慾，
終而寄情於忽，乃知慾者慧之極，忽者情之至也，仙乎仙乎，’’
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